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平
成
29
年
１
月
９
日
（
月
） 

、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
新

春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り

例
年
に
無
く
暖
か
い
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
大
阪
市
消
防
局
航
空
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
本
市
救
助
隊
員

に
よ
る
リ
ペ
リ
ン
グ
降
下
に
始
ま
り
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組
織
、

自
衛
消
防
隊
、
大
学
生
の
消
防
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
）、
自

動
車
部
隊
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
か
ら
お
言
葉
を
頂
い
た
後
、

長
年
地
域
の
防
災
に
貢
献
し
た
消
防
団

員
に
対
し
て
市
長
表
彰
、
団
長
表
彰
が
、

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
北
西
方
面
隊
に
よ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、
規
律
よ

く
ス
ピ
ー
ド
感
に
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い

操
法
で
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
救
助
隊
に
よ
る
災
害
対

応
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
最
後
は
防
災
協

力
団
体
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
に
よ

る
一
斉
放
水
で
見
事
な
水
の
ア
ー
チ
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
観
覧
頂

き
ま
し
た
来
賓
の
皆
様
や
市
民
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

◆　
（
久
宝
寺
分
団　

笠　

光
浩
）
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平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）、
平
成

28
年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

本
市
か
ら
も
大
阪
府
知
事
表
彰
を
は
じ

め
と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

○
消
防
功
労
章

龍
華
分
団　
　

分
団
長　

岡
田
真
一

志
紀
分
団　
　

副
分
団
長　

吉
内
直
之

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

杉
田　

晃

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
功
績
章

団
本
部　
　
　

副
団
長　

阪
本
俊
勝

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
功
績
章

団
本
部　
　
　

副
団
長　

阪
本
俊
勝

○
永
年
勤
続
章

団
本
部　
　
　

副
団
長　

阪
本
俊
勝

山
本
分
団　
　

分
団
長　

阪
本
眞
人

志
紀
分
団　
　

分
団
長　

森
脇
和
信

○
勤
続
章

山
本
分
団　
　

副
分
団
長　

向
井
大
二

志
紀
分
団　
　

副
分
団
長　

笹
井
伸
彦

曙
川
分
団　
　

副
分
団
長　

濵
口
好
之

志
紀
分
団　
　

部　
　

長　

越
智
章
吏

山
本
分
団　
　

部　
　

長　

川
田
益
司

○
勤
功
章

山
本
分
団　
　

副
分
団
長　

堤
下
富
彦

志
紀
分
団　
　

副
分
団
長　

山
科
雅
一

山
本
分
団　
　

副
分
団
長　

吉
田
健
二

大
正
分
団　
　

副
分
団
長　

木
田
宗
利

志
紀
分
団　
　

副
分
団
長　

西
口
泰
弘

久
宝
寺
分
団　

副
分
団
長　

𠮷
川
明
憲

高
安
分
団　
　

副
分
団
長　

小
田
篤
史

○
精
勤
章

大
正
分
団　
　

部　
　

長　

小
林
邦
章

大
正
分
団　
　

部　
　

長　

中
川
憲
一

山
本
分
団　
　

部　
　

長　

西
田
昌
彦

志
紀
分
団　
　

部　
　

長　

野
口　

稔

高
安
分
団　
　

部　
　

長　

米
澤
晃
尋

山
本
分
団　
　

班　
　

長　

山
野　

清

山
本
分
団　
　

班　
　

長　

塚
尾
誠
一

山
本
分
団　
　

班　
　

長　

上
野
純
孝

南
高
安
分
団　

班　
　

長　

亀
田
正
之

南
高
安
分
団　

班　
　

長　

黒
岡
貞
一

南
高
安
分
団　

班　
　

長　

坂
井
貴
光

南
高
安
分
団　

班　
　

長　

西
村
成
広

大
正
分
団　
　

班　
　

長　

西
山
孝
文

志
紀
分
団　
　

班　
　

長　

山
本
剛
久

八
尾
分
団　
　

班　
　

長　

今
井　

隆

【
平
成
28
年
度
大
阪
府
水
防
表
彰
】

山
本
分
団　
　

副
分
団
長　

石
井
一
夫

　

長
年
に
わ
た
り
水
防
に
尽
力
し
た
功

績
か
ら
石
井
副
分
団
長
が
「
大
阪
府
水

防
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、平
素
か
ら
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
分
か
た
ず

防
火
・
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
災
害
状
況
を
振
り
返
り
ま
す

と
、「
震
度
７
」
の
揺
れ
を
２
回
も
記

録
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

熊
本
地
震
を
始
め
、
阿
蘇
山
の
噴
火
、

ま
た
、鳥
取
県
中
部
で
も
「
震
度
６
弱
」

を
記
録
す
る
地
震
な
ど
、
自
然
災
害
が

多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
年
末
に
は
、
新
潟
県
糸
魚

川
市
で
大
規
模
火
災
が
発
生
し
、
延
焼

建
物
が
147
棟
に
及
ぶ
な
ど
甚
大
な
被
害

と
な
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
近
年
ま
す
ま
す
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
こ
と
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
本
市

に
お
い
て
も
、
い
つ
大
災
害
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
て

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

　

そ
ん
な
中
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生

す
れ
ば
、
先
陣
を
切
っ
て
災
害
現
場
に

駆
け
つ
け
、
果
敢
に
活
動
す
る
消
防
団

に
は
、
市
民
か
ら
大
き
な
信
頼
と
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
立
ち
向
か
い
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

ま
す
ま
す
地
域
と
消
防
の
結
び
つ
き
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
な
装
備
・
技
術
を
持
つ

常
備
消
防
と
地
域
に
密
着
し
大
き
な
動

員
力
を
持
つ
消
防
団
、
さ
ら
に
は
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
地
域
の
総
力
を
結
集

し
一
体
と
な
る
総
合
的
な
防
災
力
の
充

実
強
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

他
市
に
お
い
て
は
、
年
々
、
団
員
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
幸
い
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
団
員
皆
様
の
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
条
例
定
数
で
あ
る
280

名
を
割
る
こ
と
な
く
地
域
の
安
全
・
安

心
に
貢
献
で
き
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
団
員
の
皆
様
、
そ
し
て
日

頃
か
ら
団
員
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
家
族
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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平
成
29
年
２
月
４
日
（
土
）、
５
日

（
日
）
熊
本
地
震
の
視
察
研
修
を
兼
ね

た
親
睦
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
熊
本
城
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
石
垣
は
崩
れ
落
ち
て
お
り
、
今

回
の
地
震
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
阿
蘇
に
移
動
し
て
阿
蘇

市
危
機
管
理
課
の
職
員
と
阿
蘇
市
消
防

団
長
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
産
神
社
に

移
動
し
て
地
元
消
防
団
の
鎌
倉
団
員
か

ら
地
震
直
後
の
消
防
団
員
と
し
て
の
活

動
を
聞
き
、
今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、

分
団
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性

と
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
消
防
団
活
動

の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
　

◆
（
高
安
分
団　

山
中　
　

篤
）

　

平
成
29
年
１
月
26
日
（
木
）、
八
尾

市
本
町
の
常
光
寺
に
お
い
て
、
常
光
寺

関
係
者
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
参

加
し
て
の
文
化
財
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

常
光
寺
は
、
奈
良
時
代
に
創
建
し
た

と
さ
れ
る
歴
史
あ
る
お
寺
で
、
本
尊
は

地
蔵
菩
薩
で
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
河
内

音
頭
発
祥
の
地
で
す
。

　

常
光
寺
に
は
、
室
町
時
代
か
ら
の
寺

宝
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
常
光
寺
関
係
者
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
及
び
重
要
文
化
財
の
搬
出

訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
消
防
職
員
と

消
防
団
員
に
よ
る
救
出
救
護
訓
練
及
び

一
斉
放
水
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
規
律
訓
練
や
操
法

訓
練
と
は
違
い
、
現
場
に
即
し
た
動
き

　

平
成
29
年
２
月
26
日
（
日
）、
志
紀

分
団
田
井
中
分
隊
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
年
ぶ
り
と
な
る
車
両
更
新
を
私
た

若
な
ろ
会
親
睦
旅
行

文
化
財
訓
練
に
参
加

車
輌
更
新
（
田
井
中
分
隊
）

で
、
今
後
の
現
場
活
動
に
と
っ
て
大
き

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

寺
社
仏
閣
は
、
意
外
と
身
近
に
あ
る

も
の
な
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
規
律
訓
練

や
操
法
訓
練
を
重
ね
、
団
員
全
員
の
技

術
向
上
を
図
っ
て
い
き
、
い
ざ
文
化
財

を
保
有
す
る
建
物
火
災
に
出
場
し
た
際

に
は
、
今
回
の
経
験
を
活
か
し
活
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

寒
空
の
中
、
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。

　
　

◆（
八
尾
分
団　
　

影
中　

義
和
）

ち
団
員
は
、
新
入
団
員
を
迎
え
入
れ
る

心
境
で
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、
Ｏ
Ｂ
団
員

を
は
じ
め
、
町
会
の
方
々
に
も
お
集
ま

り
頂
き
新
車
両
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
あ

り
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
作
盤
も
シ

ン
プ
ル
で
非
常
に
使
い
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

装
備
品
等
は
全
て
が
真
新
し
く
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

　

私
達
団
員
は
、
こ
の
新
車
両
と
共
に

「
安
全
・
安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
　

◆　
（
志
紀
分
団　

目
次　
　

勇
）

　

平
成
29
年
２
月
２
日
に
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

に
よ
り
、
現
場
活
動
用
バ
ル
ー
ン

灯
光
器
を
新
た
に
２
台
配
備
し
ま

し
た
。

消
防
団
現
場
活
動
用

バ
ル
ー
ン
灯
光
器
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平
成
28
年
10
月
30
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
府
下
の
消

防
団
が
集
ま
り
、
初
級
幹
部
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
安
全
管
理
の
原
点
」「
安

全
管
理
の
基
本
」「
安
全
管
理
の
心
理

分
解
」
等
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
室
で
の
講
義
後
、
屋
外
訓
練
場
で

訓
練
礼
式
、
各
個
訓
練
を
行
い
、
基
本

的
動
作
の
反
復
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
屋
外
訓
練
場
で
、
放
水

訓
練
及
び
ホ
ー
ス
捌
き
、
高
圧
放
水
に

よ
る
水
圧
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

一
人
で
の
水
圧
体
験
で
は
、
予
想
以

上
の
水
圧
で
力
自
慢
の
私
で
も
身
を

持
っ
て
補
助
者
の
重
要
さ
を
痛
感
し
、

初
級
幹
部
教
育
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
消
防

団
活
動
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆
（
久
宝
寺
分
団  　

高
田  

卓
）

　

平
成
28
年
10
月
23
日
（
日
）、
11
月

13
日
（
日
）
の
両
日
に
、
大
阪
府
立
消

防
学
校
に
お
い
て
幹
部
科
現
場
指
揮
課

程
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
現
場
指
揮
・
安
全
管
理
、

　

救
急
救
命
訓
練
、
火
災
防
御
、
２
日

目
が
災
害
情
報
・
伝
達
訓
練
、
水
災
活

動
（
水
防
工
法
）
等
で
し
た
が
、
入
団

し
て
７
年
の
間
に
漠
然
と
身
に
付
い
た

こ
と
を
見
直
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
ど

の
程
度
の
災
害
な
の
か
全
く
予
想
も
付

き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
回
受
講
し
た
内
容
を
少

し
で
も
災
害
現
場
で
発
揮
で
き
る
よ
う

部
下
団
員
を
指
揮
し
、
今
後
の
消
防
団

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

◆
（
八
尾
分
団  　

鈴
木　

卓
也
）

　

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
教
育
訓

練
「
幹
部
科
分
団
指
揮
課
程
」
に
山
本

分
団
の
竹
下
部
長
と
共
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
分
団
の
指
揮
幹
部
と

し
て
の
自
覚
と
組
織
の
管
理
運
営
等
の

幅
広
い
知
識
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
午
前
中
「
東
日
本
大

震
災
で
の
消
防
団
の
活
動
事
例
と
地
域

の
防
災
力
」
と
題
し
て
、
当
時
現
場
で

団
員
の
命
を
預
か
る
団
長
さ
ん
の
苦
渋

の
決
断
や
団
員
と
し
て
命
を
省
み
な
い

活
動
と
「
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海

地
震
対
策
の
現
状
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
か
ら
学
び
ま
し

た
。

　

次
に
、
消
防
学
校
教
頭
か
ら
「
消
防

活
動
と
安
全
管
理
」
の
講
義
を
受
け
ま

し
た
。

　

消
防
は
危
険
に
向
か
う
活
動
で
あ
る

為
、「
安
全
を
管
理
」
す
る
よ
り
も
「
危

険
を
管
理
」
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
為
に
は
「
危
険
な
も
の
を
危
険

と
知
る
」
事
が
重
要
で
あ
り
、
現
場
で

消
防
隊
が
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
は
、

判
断
で
き
る
者
、
判
断
を
下
せ
る
も
者

（
指
揮
者
）
に
危
機
情
報
等
を
、
時
機

を
失
す
る
こ
と
な
く
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
等
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
図
上
訓
練
と
し
て
「
災
害

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
」
と
消
防
団
幹
部
と
し
て
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
際
、
ど
の
よ

う
な
行
動
又
は
指
揮
を
と
る
か
を
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

一
日
の
訓
練
で
し
た
が
、
団
の
幹
部

と
し
て
災
害
発
生
時
に
色
々
な
場
面
で

決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
さ
と

大
切
さ
を
学
び
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の

命
を
預
か
っ
て
い
る
立
場
と
し
て
、
団

員
す
べ
て
に
「
安
全
の
感
覚
を
身
に
付

け
さ
せ
る
」
事
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

組
織
の
安
全
管
理
を
行
う
の
は
、
責

任
を
問
わ
れ
る
か
ら
で
は
な
く
、
大
切

な
団
員
、
そ
し
て
そ
の
家
族
を
守
る
た

め
だ
と
言
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
近
い

将
来
こ
の
八
尾
市
で
も
起
こ
る
で
あ
ろ

う
災
害
に
備
え
て
、
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆（
久
宝
寺
分
団　

岡
井　

淳
治
）

初
級
幹
部
課
程

現
場
指
揮
課
程

分
団
指
揮
課
程
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平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
小
型
ポ
ン

プ
課
程
が
行
わ
れ
、
志
紀
分
団
の
河
田

団
員
と
２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
ポ
ン
プ
内
部
の
説
明
と

中
継
送
水
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
屋
外
訓
練
場
で
、
可

搬
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
業
者
２
社
か
ら

機
械
の
取
り
扱
い
説
明
を
受
け
た
後
、

実
際
に
操
作
し
体
験
し
ま
し
た
。

　

通
常
の
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
は
出
来

て
も
、
中
継
送
水
時
の
水
圧
の
調
整
が

難
し
か
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
講
習
に
参
加
し
て
、
ポ
ン
プ
の

取
り
扱
い
の
難
し
さ
を
実
感
出
来
ま
し

た
。

　
　

◆
（
曙
川
分
団　

織
田　

和
彦
）

　

平
成
28
年
10
月
18
日
（
火
）、
近
鉄

八
尾
駅
周
辺
に
お
い
て
、
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
長
年
に
わ
た
り
日
常
的
に
美
化
活

動
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
や
各
種
団
体
の
方
々

約
200
名
が
参
加
し
、
近
鉄
八
尾
駅
周
辺

を
５
コ
ー
ス
に
分
け
、
路
上
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も

に
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

◆
（
大
正
分
団　
　

森
口　

正
明
）

　

平
成
28
年
11
月
６
日
（
日
）、
恩
智

神
社
東
側
の
総
池
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
12
月
29
日
（
木
）
と
30
日

（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
歳
末
特

別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
消
防
長
を
始
め
消
防
団

幹
部
と
各
種
団
体
代
表
の
方
々
が
激
励

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
曙
川
分
団
で
は
、
分
団
長
を

始
め
、
団
員
数
名
で
地
域
の
方
々
へ
の

あ
い
さ
つ
回
り
も
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
の

方
々
に
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
よ
り
一
層
地
域
住
民
の

方
々
と
連
携
協
力
し
、
地
域
防
災
に
役

立
て
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

◆
（
曙
川
分
団　

乾　

智
之
）

小
型
ポ
ン
プ
課
程

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加

林
野
火
災
訓
練
を
実
施

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　

南
高
安
分
団
は
、
山
に
面
し
た
立
地

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
林
野
火
災

訓
練
を
行
っ
て
い
る
分
団
で
す
。

　

今
ま
で
の
訓
練
で
は
、
池
の
西
面
を

水
源
に
し
て
車
両
で
吸
水
し
、
池
の
東

面
か
ら
放
水
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
訓
練
内
容
を
変
更
し
、
池
の
東
側
か

ら
可
搬
ポ
ン
プ
で
吸
水
、
ホ
ー
ス
を
伸

ば
し
、
水
槽
を
２
個
中
継
し
て
放
水
を

す
る
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
訓
練
で
し
た
。

　

南
高
安
分
団
の
方
針
で
あ
る
「
い
か

な
る
現
場
」「
い
か
な
る
想
定
で
も
」
一

人
一
人
の
役
割
や
、「
今
自
分
が
何
を

す
べ
き
か
」
を
考
え
て
訓
練
す
る
こ
と

を
身
を
以
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
消
防
団
も

進
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
は
大

変
貴
重
な
経
験
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

の
訓
練
は
、
消
防
団
が
進
化
す
る
た
め

の
第
一
歩
と
感
じ
ま
し
た
。

　

◆
（
南
高
安
分
団　

中
川　

元
丞
）
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平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
消

防
団
・
消
防
署
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
近
年
、
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

り
、
本
市
に
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
常
備
消
防
隊

の
み
で
は
防
御
不
能
な
現
場
に
お
い
て
、

私
達
消
防
団
が
第
一
線
で
防
御
す
る
と

の
内
容
で
し
た
。

　

参
加
分
団
の
10
分
団
が
午
前
・
午
後

と
５
分
団
ず
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

常
備
消
防
隊
が
訓
練
展
示
を
実
施
し
た

後
、
各
分
団
が
訓
練
時
間
を
20
分
と
想

定
し
交
代
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

内
容
的
に
は
、
車
両
か
ら
ホ
ー
ス
を

手
び
ろ
め
延
長
し
た
後
、
絡
車
ホ
ー
ス

を
結
合
、
進
行
方
向
に
瓦
礫
が
散
乱
し

て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
手
び

ろ
め
に
よ
る
ホ
ー
ス
を
延
長
。

　

次
に
、
火
点
前
方
で
分
岐
管
を
結
合

後
、
一
口
で
の
放
水
態
勢
を
と
り
、
主

火
勢
の
標
的
を
番
号
順
に
落
下
、
さ
ら

に
、
隣
接
建
物
へ
の
延
焼
を
阻
止
す
る

た
め
、
分
岐
管
か
ら
二
口
目
を
延
長
し

隣
接
建
物
の
標
的
を
落
下
さ
せ
、
続
発

火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
速
や
か

に
収
納
す
る
と
の
内
容
で
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
参
加
し
て
、
長
距
離

で
の
ホ
ー
ス
延
長
、
水
が
出
る
ま
で
の

所
要
時
間
、
続
発
火
災
へ
の
対
応
等
、

今
ま
で
に
経
験
の
な
い
訓
練
内
容
で
あ

り
、
今
後
の
災
害
や
地
震
火
災
に
対
し
、

必
要
な
手
段
と
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

◆
（
西
郡
分
団　
　

澤
田　

広
二
）

　

平
成
28
年
11
月
12
日
（
土
）、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、
上
之

島
中
学
校
で
防
火
・
防
災
を
テ
ー
マ
に

土
曜
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
本
分
団
か
ら
上
之
島
分

隊
及
び
上
尾
分
隊
も
参
加
し
、
消
防
本

部
の
方
々
と
共
に
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
分
か
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

①�

防
火
・
防
災
講
話
と
消
防
団
の
役

割
や
活
動
の
紹
介

　

②�

水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓

練
と
煙
中
体
験

　

③
放
水
体
験

　

我
々
消
防
団
が
担
当
し
た
放
水
体
験

で
は
、
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
な
が

ら
生
徒
一
人
ず
つ
が
筒
先
を
持
ち
、
実

際
に
ノ
ズ
ル
を
回
し
て
の
ス
ト
レ
ー
ト

放
水
、
噴
霧
放
水
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
放
水
時
の
水
圧
の
強
さ

と
ホ
ー
ス
の
重
量
感
に
驚
き
な
が
ら
も
、

筒
先
か
ら
飛
び
出
す
水
の
勢
い
に
興
奮

し
て
お
り
、
中
に
は
、「
将
来
、
消
防

士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
！
」
と
言
う
未
来
の
消
防
士
に
も
出

会
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
全
校
生
徒
及
び
教

職
員
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
消
防
団

員
に
よ
る
模
範
放
水
を
披
露
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
生
徒
さ
ん
に
防
火
・
防
災
に
つ
い

て
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
有

意
義
な
土
曜
ス
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

◆
（
山
本
分
団　
　

岩
坂　

将
男
）

消
防
団
・
消
防
署
ポ
ン
プ

取
扱
い
訓
練
に
参
加

防
火
・
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

土
曜
ス
ク
ー
ル
を
開
催
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平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）、
厚
生

事
業
と
し
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
八
尾
ボ
ウ
ル
ア

ロ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
を
は
じ
め
、
各
分
団
か
ら

166
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

所
属
分
団
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

分
団
の
団
員
と
も
交
流
が
図
れ
、
楽
し

い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

成
績
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　
　

大
正
分
団　

辰
巳　

壽
雄

準
優
勝　

志
紀
分
団　

西
村　

俊
彦

第
三
位　

志
紀
分
団　

山
科　

輝
明

　

ま
た
、
分
団
対
抗
優
勝
は
大
正
分
団

　

山
本
分
団
で
は
、
地
元
小
学
校
の
土

曜
ス
ク
ー
ル
や
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
機

に
、
子
供
た
ち
へ
の
消
防
団
活
動
の
ア

ピ
ー
ル
と
防
火
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、

八
尾
市
消
防
団
員
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

　

平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）、「
2016
中

河
内
防
災
フ
ェ
ア
×
イ
ザ
！
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
！
in　

久
宝
寺
緑
地
」
に

参
加
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
久
宝
寺
緑
地
で

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

例
年
、
東
大
阪
市
女
性
消
防
団
員
と

合
同
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
使
用
し
た
普
通
救

命
講
習
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
八
尾
市
女
性
消
防
団
員
が
単
独

で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
用
い
た
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

厚
生
事
業
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
参
加

消
防
団
員
顔
出
し
パ
ネ
ル
の
製
作

中
河
内
防
災
フ
ェ
ア
に
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厚
生
事
業
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
分
団
同
士
の
つ
が
な
り
が
強

く
な
り
、
大
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

各
分
団
が
連
携
し
て
団
活
動
を
実
施
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
（
龍
華
分
団　
　

西
田　
　

寿
）

「
顔
出
し
パ
ネ
ル
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
消
防
本
部
に
保
管
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
分
団
で
実
施
、
参
加
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆
（
山
本
分
団　

阪
本　

眞
人
）

　

風
船
で
、
お
花
、
剣
等
を
作
り
、
子

供
達
に
チ
ラ
シ
と
一
緒
に
配
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、
活

動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
女
性
団
員
４
名

で
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
作
っ
て
い
る
間
に
だ
ん
だ

ん
コ
ツ
を
つ
か
み
、
ハ
ー
ト
や
、
犬
ま

で
作
れ
る
よ
う
に
上
達
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
は
、
八
尾
市
消
防
団
に

入
団
し
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

現
在
６
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
女
性
消
防
団
員
は
、
10
名

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
新
し
い
団
員
が
入

団
致
し
ま
す
の
で
良
き
先
輩
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
手
本
と
な
る
よ
う
精
進
し
今

後
の
活
動
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

◆
（
団
本
部　
　

中
谷　

美
和
子
）
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広
報
部
員
名
簿 

◎

　

平
成
28
年
10
月
15
日
（
土
）、
消
防

職
員
と
女
性
消
防
団
員
３
名
が
合
同
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
各
お
宅
を
訪
問
す
る
防
火

診
断
を
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ロ
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
は
無

い
か
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ

れ
て
い
る
か
等
を
点
検
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
驚
く
程
に
大

変
火
に
用
心
を
さ
れ
て
お
ら
れ
、
コ
ン

ロ
周
り
も
と
て
も
整
理
整
頓
さ
れ
て
い

る
事
に
関
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ

い
て
は
、
設
置
し
て
あ
る
も
の
の
、「
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
や
、
月
日
と

と
も
に
家
族
の
生
活
習
慣
、
ま
た
、
体

調
の
変
化
に
伴
い
、
寝
室
の
階
数
が
変

わ
る
事
等
、
私
達
に
は
普
段
分
か
ら
な

い
事
実
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
か
ら
、
親
族
、
友
人
、

ご
近
所
さ
ん
同
士
が
お
互
い
に
気
を
掛

け
た
り
、
声
を
掛
け
合
っ
た
り
と
、
最

初
に
で
き
る
身
近
で
有
効
な
防
火
活
動

と
し
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
認
識
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
役
割
や
設
置
場
所
、
ま
た
、
お
互

い
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
箇
所

が
共
有
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
（
団
本
部　

鳥
羽　

由
紀
）

　

平
成
28
年
11
月
15
日
（
火
）、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

火
災
予
防
運
動
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎
年
、
春
と
秋
の
年

女
性
消
防
団
員
に
よ
る

防
火
診
断

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

２
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
女
性
消
防
団

員
が
参
加
す
る
の
は
今
回
で
５
回
目
と

な
り
、
消
防
本
部
の
車
両
に
同
乗
し
て
、

市
内
を
巡
回
・
広
報
し
ま
し
た
。

　

巡
回
途
中
、
龍
華
分
団
の
屯
所
に
立

ち
寄
り
、
岸
北
西
方
面
隊
長
を
は
じ
め
、

龍
華
分
団
の
方
々
よ
り
手
厚
い
激
励
を

受
け
、
最
近
の
出
場
状
況
や
団
活
動
の

内
容
等
、
色
々
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
は
団
本
部
に
所
属
し

て
お
り
、
後
方
支
援
と
し
て
の
活
動
を

し
て
い
る
の
で
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
分
団
の
方
と
の
お
話
は
大
変
貴

重
で
、
と
て
も
良
い
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
八
尾
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
分
団
の
方
々
や
消
防
職
員
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆
（
団
本
部　

小
山　

友
梨
子
）

　

今
年
度
初
め
て
委
員
長
と
い
う
大
役

を
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
事
が

多
く
て
困
惑
す
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。

　

各
分
団
の
広
報
委
員
の
方
々
の
多
く

の
助
け
が
あ
り
、
無
事
に
38
号
・
39
号

を
刊
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

力
不
足
な
委
員
長
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
１
年
間
支
え
て
戴
き
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

中
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